
 

理
事
会
の
開
催 

 

三
月
一
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

理
事
会
を
久
々
に
開
催
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
危
惧
し
、

理
事
会
、
年
次
総
会
は
書
面
決
議
で
進
め

て
き
た
が
、
意
思
疎
通
を
円
滑
に
進
め
、

信
頼
関
係
を
深
め
る
た
め
に
も
久
々
で

あ
る
が
対
面
会
議
と
し
た
こ
と
な
ど
を

会
長
の
挨
拶
と
し
て
会
議
を
進
行
し
た
。 

 

松
下 

誠
会
計
か
ら
保
存
会
事
業
活
動

の
進
捗
状
況
と
し
て
・
景
観
環
境
整
備
・

環
境
学
習(

体
験
学
習)

等
・
千
枚
田
イ
ベ

ン
ト
・
そ
の
他
の
活
動
関
係(

千
枚
田
以

外
も
含
む)

の
報
告
。
続
い
て
会
計
の
収

支
実
績
及
び
見
込
み
に
つ
い
て
報
告(

項

目
別
の
説
明)

が
成
さ
れ
た
。 

 

そ
の
他
と
し
て
、
作
業
道
の
陥
没
箇
所

の
補
修
、
ベ
ン
チ
の
補
修
整
備
等
に
つ
い

て
議
論
し
、
実
施
の
方
向
と
な
っ
た
。 

令
和
の
コ
メ
騒
動 

=

記
録
と
し
て= 

最
近
、
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
コ
メ
の

品
薄
が
続
い
て
買
え
な
い
と
い
っ
た
状

況
が
続
い
て
お
り
、
や
っ
と
買
え
た
と
思

っ
て
も
数
量
制
限
な
ど
と
コ
メ
を
十
分

に
確
保
す
る
の
が
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。 

昨
年
は
全
国
各
地
で
総
雨
量
１
０
０

０
㎜
を
超
え
る
大
雨
と
記
録
的
な
夏
の

暑
さ
に
よ
る
高
温
障
害(

コ
メ
の
内
部
に

亀
裂
が
生
じ
て
し
ま
う
「
胴
割
れ
粒
」
や 

       

で
ん
ぷ
ん
の
形
成
が
悪
く
白
く
濁
っ
た

よ
う
に
見
え
る
「
乳
白
粒
」
な
ど
が
生
じ

る)

を
起
こ
し
て
等
級
が
下
が
り
、出
荷
米

が
不
足
。
主
産
地
の
新
潟
に
お
い
て
は
８

月
の
降
水
量
が
少
な
く
、
水
不
足
が
追
い

打
ち
を
か
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
観
光

客
）
な
ど
に
よ
り
消
費
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
政
府
は
需
要

の
減
少
を
理
由
に
毎
年
十
万
ト
ン
の
減

収
政
策
を
施
行
。
予
想
さ
れ
る
需
要
ギ
リ

ギ
リ
の
生
産
し
か
し
て
い
な
い
こ
と
に

あ
る
。
こ
の
た
め
、
わ
ず
か
な
需
給
の
変

動
に
よ
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
大
雨
と
高

温
に
よ
る
供
給
不
足
事
態
を
招
い
た
と

思
う
。[

農
水
省
の
「
米
穀
の
取
引
に
関
す

る
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
五
年
～
平

成
二
十
八
年
ま
で
の
コ
メ
の
需
要
量
の

減
少
幅
は
年
間
で
八
万
ト
ン
程
度
で
あ

っ
た
が
、
平
成
二
十
九
年
以
降
は
年
間
十

万
ト
ン
程
度
の
減
少
で
推
移
し
て
い
る] 

価
格
高
騰
の
決
定
打
と
な
っ
た
の
は
、

気
象
庁
に
よ
る
昨
年
八
月
八
日
の
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）

発
表
と
、
お
盆
前
後
の
台
風
被
害
の
頻
発

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
道
を
き
っ
か
け
に
、

買
い
だ
め
と
店
頭
で
の
品
切
れ
の
連
鎖

が
始
ま
り
、
コ
メ
価
格
が
急
上
昇
。
秋
以

降
、
新
米
が
出
回
れ
ば
価
格
は
安
定
す
る

か
と
思
わ
れ
た
が
、
玄
米
六
十
㎏
の
相
場

は
八
月
の
二
万
八
千
七
百
十
円
（
前
年
七

月
は
一
万
五
千
六
百
二
十
六
円
）
、
九
月 

三
万
二
千
八
百
五
十
円
、
十
月 

三
万
七

千
八
百
二
十
円
、
十
一
月 

三
万
九
千
八

百
五
十
円
、
十
二
月
は
四
万
百
八
十
円
と

米
価
が
イ
ン
フ
レ
傾
向
に
あ
る
。
巷
で
は

白
米
五
㎏
四
千
円
も
す
る
と
、
買
い
だ
め

に
必
死
こ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
そ
う
、

我
が
家
の
嫁
に
行
っ
た
娘
も
孫
も
爺
ち

ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん…

と
急
に
優
し
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

(

参
考:

玄
米
全
銘
柄
平
均
価
格(

六
十

kg)
 

令
和
三
年 

一
万
二
千
九
百
七
十
三

円
、
四
年 

一
万
三
千
九
百
二
十
円
、
五
年 

一
万
五
千
二
百
四
十
七
円
、
六
年
七
月 

一

万
五
千
六
百
二
十
六
円)

 

仮
設
ト
イ
レ
四
方
山
話 

二
月
二
十
四
日
、
仮
設
ト
イ
レ
に
設
置

し
て
あ
る
協
力
金
瓶
を
久
々
に
回
収
。
か

つ
て
な
い
浄
財
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
ま

た
、
協
力
金
投
入
者
の
配
慮
か
？
一
円
玉

の
少
な
い
の
に
も
驚
い
た
。(

写
真) 

過
去
を
辿
る
と
令
和
四
年
八
月
十
八

日
に
瓶
に
入
っ
た
協
力
金
八
百
三
十
円

を
回
収
し
た
も
の
の
硬
貨
が
青
さ
び
し

て
い
る
た
め
、
硬
貨
を
洗
い
、
台
の
上
に

干
し
て
置
い
た
ら
親
切
な
観
光
客
さ
ん

に
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

日
々
の
管
理
に
お
い
て
も
あ
ま
り
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
形
跡
は
な
く
、
昨
年
の

「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」の
翌
日(

六
月

二
日)

に
、な
ん
と
千
円
札
が
入
っ
て
い
た
。

盗
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
ド
ロ
ボ
ー
さ
ん

の
養
成
所
に
な
っ
て
し
ま
う
、と
回
収(

千

八
百
三
十
円)

し
た
も
の
の
、瓶
の
上
部
が

割
れ
て
い
た
。(

※ 
写
真:

破
損
部
分) 

こ
の
実
態
を
明
智
小
五
郎
も
ど
き
に

推
理
す
る
と
、
皆
さ
ん
の
仮
設
ト
イ
レ
使

用
浄
財
は
常
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
も
の
の
、
回
収
金
が
あ
ま
り
に
も
少

な
く
、
利
用
者
を
疑
っ
て
い
た
こ
と
を
心

か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

過
去
に
概
ね
二
千
円
く
ら
い
は
貯
ま
っ

た
か
？
と
思
っ
た
頃
に
、
必
ず
消
え
て
し

ま
っ
て
い
る
。
盗
難
防
止
に
チ
ェ
ー
ン
を

掛
け
て
も
カ
ッ
タ
ー
で
チ
ェ
ー
ン
を
切

断
し
て
ま
で
も…

、
協
力
金
箱
を
重
く
し

て
も
、
ど
う
や
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
か
無

く
な
っ
て
し
ま
う
。
ト
イ
レ
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
な
ど
す
る
と
、
こ
ち
ら
が
変
質

者
扱
い
に
噂
さ
れ
て
し
ま
う
し…

…
 

 

今
回
、
思
わ
ぬ
多
く
の
方
々
か
ら
浄
財

を
頂
き
ま
し
た
。
日
々
、
仮
設
ト
イ
レ
を

管
理
す
る
も
の
と
し
て
大
変
嬉
し
く
も

あ
り
、
励
み
に
も
な
り
ま
す
。
今
後
も
皆

さ
ん
に
、
少
し
で
も
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
掃
除
、
管
理
を
続
け
る
所

存
で
す
。 

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
の
浄
財
協
力
金
は

保
存
会
活
動
資
金
と
し
て
保
存
継
承
に

利
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 258号  



 

愛
知
県
広
報
誌 

 

あ
い
ち
の
ト
ビ
ラ 

２
０
２
５ 

愛
知
県
に
は
、
世
界
最
先
端
の
産
業
を

始
め
、
伝
統
文
化
や
美
し
い
風
景
、
豊
か

な
食
文
化
な
ど
、
様
々
な
魅
力
が
あ
る
。 

 

そ
う
し
た
愛
知
の
魅
力
を
国
内
外
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
愛
知
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
県
で
は
、
広

報
誌
・
広
報
動
画
「
あ
い
ち
の
ト
ビ
ラ
」

(

日
本
語
版
・
中
国
語
版
・
英
語
版)

を
毎

年
度
発
行
・
発
信
し
て
い
る
。 

 

そ
の
中
の
「
自
然
と
暮
ら
し
の
調
和
」

の
項
で
四
谷
の
千
枚
田
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

新
し
い
広
報
誌
の
誌
面
は
県Web

サ
イ

ト
で
、
動
画
はYouTube

で
公
開
。 

               
 

     

行 
 

令

和

七

年

三
月

十

五
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鞍
掛
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〖寄稿〗 四谷の千枚田を未来へつなぐ ハッピーランドプロジェクトの挑戦  
ハッピーランドプロジェクト代表 丸地典利 

～四谷の千枚田——日本の原風景が消えゆく危機～ 
愛知県新城市に広がる「四谷の千枚田」は、四季折々に美しい風景を見せる、日本の誇る原風景の

ひとつです。石積みの棚田が織りなす景観は、「日本の棚田百選」に選ばれ、多くの人々を魅了して
きました。しかし、その美しさの裏で、深刻な課題が進行しています。棚田を支える耕作者の高齢化
と後継者不足が進み、このままでは十数年以内に四谷の千枚田は消滅してしまうかもしれません。
この状況に歯止めをかけ、ふるさとの風景を守るために立ち上がったのがハッピーランドプロジェ
クトです。 
～「パディーキーパー」とともに未来を耕す～ 
2016年、私は「ハッピーランドプロジェクト」を発足。翌 2017年には、都市部の家族や企業が棚

田の保全活動に関わることができる「棚田オーナー制度」を開始しました。参加者は「パディーキー
パー（Paddy Keeper）」と呼ばれ、棚田を守る担い手となっています。活動初年度には、休耕田 6枚
（約 1200㎡）を 5チーム 42名で耕作開始。2020年には 9チーム 76名、約 2400㎡へと拡大しまし
た。そして今では「週末だけでも棚田のある暮らしを楽しみたい」というパディーキーパーが増え、
地域とのつながりが深まっています。 
～農と酒がつなぐ、地域再生の力——zero酒プロジェクト～  
2021年、新たな挑戦として「zero 酒プロジェクト」を開始しました。「遊ぶように農をし、愛す

る酒を醸す」ことをテーマに、仲間たちが力を合わせ、地域を元気にする試みです。2022 年には休
耕田 2枚（約 300㎡）を復元し、耕作面積を約 3000 ㎡に拡大。2023年にはさらに 7枚（約 700㎡）
を追加し、約 3700 ㎡（約 1100 坪）まで広がりました。農業と酒造りを融合させることで、単なる
景観保全にとどまらず、新たな地域活性化の形が生まれつつあります。 
～棚 DX——デジタルの力で伝統を未来へ～  
ハッピーランドプロジェクトは、デジタル技術を活用した「棚 DX」にも積極的に取り組んでいま

す。IoTを活用し、棚田の水管理を遠隔で行い、獣害対策として監視カメラを導入するなど、持続可
能な棚田のあり方を模索。テクノロジーの力で、農業の負担を軽減し、次世代へ受け継ぐ仕組みを
築いています。この取り組みには、(株)デンソーの「デンソーグループはあとふる基金」の支援を
受け、最先端技術を活用しながら、棚田の未来を切り拓いています。 
～全国へ広がる共感の輪～  
ハッピーランドプロジェクトの活動は、新城市にとどまらず、愛知県全体、さらには日本全国へ

と広がりつつあります。SNS（Instagram、Facebook） 
を活用し、活動の様子を発信することで、多くの人々 
が棚田の未来に関心を寄せています。棚田はただの 
農地ではなく、日本の原風景であり、そこに刻まれ 
た文化や暮らしの証です。これからも四谷の千枚田 
を未来につなげるため、私たちは全国の仲間と共に 
歩み続けます。 
四谷の千枚田の未来は、私たち一人ひとりの手に 

かかっています。この美しい風景を次世代に残すた 
めに、あなたも「パディーキーパー」として、この 
活動に参加してみませんか？              
                          


